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研究結果の概要 

１．研究の目的と方法 

温室効果ガス削減の取り組みが各方面で求められる中、セメント系材料に二酸化炭素を固定化

することが可能であることから、再生骨材や特殊混和材を使用したコンクリート等を対象に二酸

化炭素の固定化能力が検証されている。本検討はフライアッシュを含有した人工砕石（砂利）と

通常のコンクリートを対象に、二酸化炭素の固定化の評価を実施したものである。 

①石炭灰・人工砕石に関しては、CO2 吸収試験に基づき、吸収期間や吸収時の硬化条件が吸収

量や圧縮強度に与える影響を評価することを目的にした。②コンクリートに関しては、配合条件

や CO2吸収期間が炭酸化深さや pH分布、圧縮強度に与える影響を明らかにした。 

２．研究結果 

①人工砕石の配合の円柱供試体(φ50-h100mm)は、写真-1のように炭酸化養生 0日間(N-28)で

周囲のみ、7日間(A-28)で全面が炭酸化し、高温養生(C-28)によって炭酸化領域が小さくなった。

圧縮強度は図-1のように炭酸化養生 7日間(A-28)で通常(N-28)の 0.51倍になり、炭酸化養生前に

28日間の気中養生(B-36)や 7日間の高温養生(C-28)を行うことで、圧縮強度の低下が抑制された。 

②コンクリートの炭酸化深

さは、炭酸化期間が長いほど

大きくなった（写真-2）。図-2

に表面からの pH分布を示す。

炭酸化期間は 14日(A2)、28日

(B2)、42日(C2)、56日(D2)で

あり、炭酸化期間が長いほど、

表面から5mmや15mmのpH

が低くなった。通常のコンク

リートの pH が 12～13 であ

ることから、35mmや 45mm

では炭酸化の影響が小さくな

った。他のケースの結果から、

骨材径や水セメント比が大き

いほど炭酸化深さが大きくな

ることが確認された。 

今後の展開 

・人工砂利への吸収：3機関の共同研究を継続予定であり、CO2吸収前後の化学分析、強度確保の

ための製造法、路盤材への適用を検討する。 

・コンクリートへの吸収：拡散解析や吸着分析の研究を継続し、構造物ヘの吸収量を評価する。 
 

 

図-1 炭酸化条件と圧縮強度の関係 

    

    

    

              
 

 

 

 

 

  

  

         

 
 
 
 
 

 
  

 
  

     

                 

  

写真-2 炭酸化深さ(C2-40-55) 図-2 コンクリートの pH分布 

  

(a)通常 N-28 (b)高温 C-28 

写真-1 炭酸化領域 

(呈色：非炭酸化領域) 
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